
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給 食

きゅうしょく

で食

た

べる郷 土

きょうど

料 理

りょうり

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月 食育だより 令和元年度 

幸手市立吉田小学校 

１１月
がつ

の給食
きゅうしょく

目標
もくひょう

 ふるさとの味
あじ

を知
し

ろう 毎

まい

月

つき

19日

にち

は 食

しょく

育

いく

の日

ひ

  

 

 秋
あき

が深
ふか

まってきました。朝
あさ

晩
ばん

は冷
ひ

え込
こ

むようになり、温
あたた

かい料
りょう

理
り

がおいしい季節
き せ つ

にな

りました。今月
こんげつ

は「和食
わしょく

の日
ひ

」にちなんで秋
あき

の食材
しょくざい

を使
つか

った献立
こんだて

や郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

も給 食
きゅうしょく

の

献立
こんだて

に入っています。郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

をおいしく食
た

べて元
げん

気
き

に過
す

ごしましょう。 

  

和
わ

食
しょく

の日
ひ

（１１
い い

月
にほ

２４
んしょ

日
くのひ 

） 

13日 ゼリーフライ（行田市
ぎょうだし

） 

 小判型
こばんかた

をしていることから、「銭
ぜに

フライ」と呼
よ

ばれ、なまって「ゼリーフライ」と呼
よ

ばれ

るようになりました。おからとじゃが芋
いも

、長
なが

ねぎをよく混
ま

ぜて油
あぶら

で揚
あ

げた、衣
ころも

のないコ

ロッケのような料理
りょうり

です。おからはお腹
なか

の調子
ちょうし

をよくする食物
しょくもつ

繊維
せ ん い

が豊富
ほ う ふ

です。 

 

 

日本人
にほんじん

の伝統的
でんとうてき

な食
しょく

文化
ぶ ん か

について見直
み な お

し、和食
わしょく

文化
ぶ ん か

を守
まも

り 

受
う

け継
つ

いでいくことの大切
たいせつ

さについて考
かんが

える日
ひ

 

 ユネスコ無形
む け い

文化
ぶ ん か

遺産
い さ ん

に登録
とうろく

された「和食
わしょく

」は、旬
しゅん

の食材
しょくざい

やうま味
み

に富
と

んだだしや発酵
はっこう

食品
しょくひん

を活用
かつよう

し、ご飯
はん

を中心
ちゅうしん

とした栄養
えいよう

バランス

に優
すぐ

れた献立
こんだて

が特徴
とくちょう

です。地域
ち い き

に伝
つた

わる郷土
きょうど

料理
りょうり

や季節感
きせつかん

を取
と

り込
こ

ん

だ行事食
ぎょうじしょく

など、世
せ

界
かい

に誇
ほこ

るべき食
しょく

文化
ぶ ん か

です。 

 味には甘味、酸味、塩味、苦味のほかに「うま味」があります。う

ま味は「だしの味」です。うま味をつくる「だし」は昆布、かつお節、

干し椎茸、煮干しなどがあります。 

給 食
きゅうしょく

では、かつお節
ぶし

や煮干
に ぼ

しでじっくりだしをとっています。だし

の味
あじ

をきかせる事
こと

で、塩分
えんぶん

を減
へ

らしても美
お

味
い

しく食
た

べる事
こと

ができま

す。子
こ

供
とも

の頃
ころ

からだしの味
あじ

を知
し

ることで、薄
うす

味
あじ

に慣
な

れ将
しょう

来
らい

の成
せい

人
じん

病
びょう

を予防
よ ぼ う

することができます。 

 日
に

本
ほん

人
じん

はお米
こめ

を使
つか

って古
ふる

くからさまざまな食
しょく

品
ひん

を生
う

み出
だ

してきました。 

どのくらいご存
ぞん

じですか。お子
こ

さんといっしょにお米
こめ

の大
だい

変
へん

身
しん

を探
さが

してみましょう。 

 給食献立レシピ紹介     

今月は「鶏肉のコーンフレーク焼き」の作り方です。 

裏面につづく 

 



 

 

学校給食の献立を『幸手市学校給食』としてクックパッドに掲載しています。 

人気のある献立や懐かしい献立などたくさんありますので、休みの日にお子様と作ってみてはいかがでしょうか。 


